
 
 

 

 
 
 
 

令
和
八
年
七
月
一
人
一
句 

第
四
二
九
回 

兼
題
・
涼
し
・
夏
季
一
切 

 

ガ
ラ
ス
戸
に
焼
け
ロ
ザ
リ
オ
長
崎
忌 

 
 

敏 
 

子 

薬
玉
効
よ
り
祖
母
の
守
り
袋 

 
 

 
 
 

里 

美 

太
宰
忌
や
か
つ
て
こ
の
地
に
跨こ

線せ

ん

橋
き
ょ
う 

 
 
 

和 

宏 

夏
木
立
ジ
ブ
リ
の
森
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

 

恵 

子 

原
爆
や
記
憶
の
中
の
鉛
色 

 
 

 
 

 
 

訓 

梅
雨
晴
れ
の
水
た
ま
り
突
く
黄
色
傘 

 
 

潤
一
郎 

語
り
部
は
被
爆
樹
木
や
広
島
忌 

 
 
 

 

寿 
 

子 

仕
事
終
へ
子
の
手
を
引
い
て
茅
の
輪
か
な 

昭 
 

子 
ダ
イ
ヤ
よ
り
涙
は
硬
し
原
爆
忌 

 
 
 

 

六 

斗 

 


